社員への弔辞（上司より）

謹んで　　　　　君の御霊前に告別の辞を申し上げます。

●●君、運命とは何と残酷なものであろうか。●年前、君の結婚式の仲人を務めさせて頂いた私が、今日こうして告別式で永訣(えいけつ)の挨拶をしなければならないとは未だに信じられません。

君の訃報はあまりに突然で、いまだ事実として受け入れられない気持ちでいっぱいです。

その後の経過は順調と伺っていたのに、容体が急変し、永眠されたと知らされ、ただあ然とするばかりでした。

●●部に配属されて以来、情熱をもって仕事に取り組まれていた君は、後輩諸君の目標であり、会社にとっては希望の星でありました。

奥様、お子様の悲しみは、察するにあまりあります。けれどもいつまでも悲しみに打ちひしがれていては、●●君も安心して瞑目することが出来ないでしょう。お子様のためにも、奥様にはどうか、一日も早く悲しみから立ち上がって頂きたいと存じます。

私どもも出来るだけお手伝いをさせて頂きます。

●●君、どうか安らかにお眠りください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●社●●部長　●●●●
